
 

 

空間づくり 

 

私事ではありますが、去年の 9月頃から一人暮らしを始めました。一人暮らしをきっかけに家具の配

置やインテリアにこだわり、自分にとって居心地の良い空間づくりをするようになりました。実家暮ら

しの際には全く興味の無かった空間づくりにここまで熱中できる自分に驚きましたが、新たな楽しさに

気づくことができました。また自宅で快適に過ごせるようにすることで、より仕事とプライベートのメ

リハリがつきました。 

この経験を通して、環境の変化に伴う心身への影響の大きさを実感しましたが、現場におけるご利用

者の環境設定にも同じことが言えると思いました。活動によって空間を分けたり静かな場所を提供した

りと、ご利用者の置かれる環境をより良くすることで、モチベーションの向上につながります。普段の

活動も漫然と行わず、細かな配慮によりご利用者にとって快適な環境を提供し、気持ちよく活動に取り

組めるためのアプローチを欠かしてはならないと感じました。 

生活支援員 石澤 泉 
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昨
今
、
Ａ
Ｉ
の
技
術
は
急
速
に
発
展
し
て
お
り
、

私
た
ち
の
日
々
の
生
活
に
も
様
々
な
影
響
を
も
た

ら
し
て
い
ま
す
。
身
近
な
と
こ
ろ
で
い
う
と
、
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
が
思
い
つ
く
で
し
ょ
う
か
。
音
声
や

画
像
認
識
、
言
語
翻
訳
な
ど
・
・
・「
近
く
の
ラ
ー

メ
ン
屋
さ
ん
を
探
し
て
」「
〇
〇
っ
て
ど
う
い
う
意

味
？
」
な
ど
問
い
か
け
る
と
す
ぐ
さ
ま
回
答
を
表

示
し
て
く
れ
ま
す
。 

ま
た
、
お
掃
除
ロ
ボ
ッ
ト
が
流
行
り
始
め
た
２

０
年
近
く
前
だ
っ
た
と
記
憶
し
て
い
ま
す
が
、
お

手
頃
価
格
な
お
掃
除
ロ
ボ
ッ
ト
を
使
用
し
た
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
。
障
害
物
に
当
た
る
と
方
向
を
変

え
て
移
動
す
る
の
で
す
が
、
段
差
に
引
っ
掛
か
る
、

自
動
で
充
電
器
ま
で
戻
る
こ
と
が
出
来
な
く
迷
子

に
な
る
な
ど
、
ヒ
ヤ
ヒ
ヤ
し
な
が
ら
見
守
り
を
せ

ず
に
は
い
ら
れ
な
い
物
で
し
た
。
そ
れ
が
最
新
の

タ
イ
プ
で
は
障
害
物
認
識
は
も
ち
ろ
ん
、
何
万
と

い
う
画
像
デ
ー
タ
か
ら
学
習
し
、
家
電
コ
ー
ド
や

靴
下
・
ス
リ
ッ
パ
な
ど
を
認
識
し
て
回
避
し
な
が

ら
清
掃
を
行
い
、
掃
除
ル
ー
ト
な
ど
も
学
習
す
る

そ
う
で
す
。
他
に
も
様
々
な
分
野
で
想
像
も
で
き

な
い
よ
う
な
活
用
が
さ
れ
て
い
る
の
を
知
る
と
、

驚
く
こ
と
ば
か
り
で
す
。 

 

福
祉
の
現
場
に
お
い
て
も
Ａ
Ｉ
技
術
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
取
り
入
れ
た
事
例
が
多
く
聞
か
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
当
法
人
に
お
い
て
は
メ
ー
ル
や
チ
ャ

ッ
ト
で
の
情
報
交
換
な
ど
。
支
援
面
で
い
え
ば
、
離

床
セ
ン
サ
ー
で
の
見
守
り
補
助
や
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
を
使
用
し
て
の
視
覚
的
な
提
示
な
ど
。
特
に

写真についてはご本人（代理人又は成年後見人）の同意を得て掲載しております。 

Ａ
Ｉ
機
能
を
取
り
入
れ
た
も
の
で
い
う
と
、
シ
フ

ト
の
自
動
作
成
シ
ス
テ
ム
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
い

っ
た
技
術
は
、
上
手
く
活
用
す
る
こ
と
で
、
業
務
効

率
化
や
支
援
面
で
の
安
全
性
・
質
を
高
め
る
た
め

の
力
と
な
る
と
思
い
ま
す
。 

 

効
率
的
に
な
っ
て
い
く
一
方
で
、
特
に
福
祉
の

分
野
で
は
機
械
で
は
な
く
感
情
を
持
っ
た
「
人
」
で

あ
る
か
ら
こ
そ
成
り
立
つ
仕
事
が
多
く
存
在
し
て

い
ま
す
。
何
よ
り
一
番
重
要
な
の
は
直
接
的
な
対

人
支
援
の
場
面
で
す
。
人
と
の
関
わ
り
の
あ
る
生

活
の
中
で
し
か
体
験
で
き
な
い
も
の
、
学
べ
な
い

も
の
、
感
じ
ら
れ
な
い
も
の
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

相
手
を
思
い
や
る
気
持
ち
や
集
団
の
中
で
の
ル
ー

ル
な
ど
、
１
０
０
人
い
れ
ば
１
０
０
通
り
の
性
格
・

特
性
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
方
が
あ
り
ま
す
。

時
に
は
人
間
関
係
で
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
、
上
手
く

い
か
な
い
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
が
、
そ
れ
は
他

に
同
じ
人
は
い
な
い
自
分
だ
け
の
感
情
を
持
っ
た

「
人
」
で
あ
る
か
ら
こ
そ
起
こ
り
う
る
こ
と
で
あ

り
、
技
術
の
進
歩
で
は
代
え
の
き
か
な
い
部
分
な

の
だ
と
思
う
の
で
す
。 

 

こ
れ
か
ら
先
、
何
十
年
と
時
が
経
て
ば
、
今
で
は

考
え
ら
れ
な
い
よ
う
な
技
術
の
進
歩
が
あ
る
の
だ

と
思
い
ま
す
。
も
し
か
す
る
と
感
情
を
完
璧
に
理

解
で
き
る
技
術
が
出
来
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
私
た
ち
の
仕
事
は
代
替
の
き
か
な
い

「
人
」
で
あ
る
か
ら
こ
そ
の
仕
事
で
あ
る
こ
と
に

誇
り
を
持
ち
、
自
分
や
相
手
の
気
持
ち
を
大
切
に

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 
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よ
う
や
く
雨
が
や
ん
で
、
桜
の
下
で

ハ
イ
チ
ー
ズ
！ 

 

 

お花見会はあいにくの雨でしたが、笑顔は

太陽のように輝いていました～  

（吉井 友美） 

キラリ☆と光るこの一枚 

 
ねぇねぇ、きいて 

生活支援員 鈴木 麻椰 

いつも地下の運搬や荷物運びなどお手伝い

をして下さる I さん。友達を地下へ誘う時は、

「○○さ～ん、行こう！」と名前を凄く優し

く呼び、頭を撫でる姿があります。 

とても大好きな様子が伝わって来て、ほっこ

りしています！ 

  

 
 

 

 

「氷川台マルシェ 開催です！」 

※日時：2025年 5月 25日(日) 9：00～12：00 

※場所：高齢者福祉総合施設マザアス東久留米駐車場 

     東久留米市氷川台 2-5-7 

※主催者：社会福祉法人マザアス 氷川台マルシェ実行委員会 

※出店者(予定、敬称略)・ジンドー学園(ポップコーン)・つつじテラス(駄菓子)・しお

ん学園(パン)・マザアス(ジャム、漬物(販売代行)、水耕レタス(販売代行))・野島農園(野

菜)・お花(マザアスボランティア)・ヨーコー(エアドーム遊び場) 

・Cafeふわっとん(パウンドケーキ)」 皆様、是非お立ち寄りください  



 

 

                                                                                                                                                                                

 

 

 

 

 

 

    

 

  

 

 

 

   

 

    

 

   

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

  

   

    

ライフマネープラン 

 

 新年度が始まり、早一か月が過ぎ去りました。新社会人にとってはあっという間だったと思われ

ます。環境が変わり、新しく覚えることも増える中、様々なプレッシャーと戦っていると思います

が、仕事人生はここから 40年。長い道のりになるので、ゆとりを持てるような働き方が望ましいで

すね。 

 働き方と言えば、個人的に考えさせられる出来事がありました（ここでは詳細は控えさせてくだ

さい）。一昔前は終身雇用で就職した会社に定年まで働くことが普通でした。物価も今ほど高くな

く、給料も年々上がっていったと聞いています。一つの会社で働き続けることが人生において一番

の安全策だったのかもしれません。 

 私の働く理由のひとつに、“給料”を得る事が挙げられます。今の時代、お金を得る方法は働く事

以外でも考えられますが、テレワークの拡大により、投資や副業にも手を出しやすくなっており、

それらを駆使し、早期退職を実行している人もいるようです。 

 早期退職が目的ではありませんが、人生のおいて起こりうる問題にはあらかじめ対応策を考えて

おきたいし、突如として起きてしまった問題には、対応するための必要なお金も考えないといけな

いと思います。一方で、早いうちからの資産形成も重要ですが、将来が不安だから“今”を我慢し

て、貯金をする事は苦しい事です。周囲の人と比べて自分は楽しんでない、お金があればと思う事

があると、今働いている仕事にも影響が出ます。 

“卵が先か、にわとりが先か”のような問題ですが、急にお金が降ってくるわけではないので、

やはり貰える給料で資産形成を考えるしかありません。自分が選んで就職した会社ですし、仕事の

質も上げたい。でも質を上げれば給料が上がるという保証はない。なので、若いうちから貰える給

料で、将来の資産形成を考えていくことが、一番の方法なのかもしれませんね。 

今日が人生で一番若い日！今からできる事をコツコツと行っていくことが、人生の幸福度を高め

る方法なのかもしれませんね。 

フロア支援部部長 土橋 龍介 

  

 

「はたらく」と向き合う 

 

 この度 6 年間勤務していたこぶしを離れ、4 月から清瀬事業所に異動となりました。こぶしとは雰

囲気も支援も仕事内容もガラッと変わり、覚えることだらけで頭がパンクしそうですが…色々なこと

を吸収しながら業務をこなす日々を送っています。 

 さて、清瀬事業所は就労継続支援 B 型の施設です。私たちが働いて給料をもらっているように、利

用者さんも働いて工賃をもらっています。利用者さんにとって「働く」とは何か？どういう意味をも

たらしているのか？今はまだハッキリとした答えは見つかりません。それでも、利用者さん一人ひと

りが何のために働きたいのか、支援や関わりを通して目的・やりがいを一緒に探していけたらなと思

います。 

 日頃の作業での「できた！」を大切に、そして、「できた！」が増えるように。利用者さんの「は

たらく」に全力で向き合い寄り添える、そんな清瀬事業所の一員になりたいと思います。 

 

生活支援員 江嶌 響 

 

 

フォトニュース ～４月の様子～ 

前職は通所施設の生活支援員と

して働いていました。入所施設

での勤務は初めての経験です

が、一日ずつでも学び、少しでも

早く支援に結び付けられるよう

成長していきたいと思っており

ます。          馬場 翔哉 

 

大学病院の小児科の看護師とし

て、様々なご家族や患者さんと

の出会いから障害者の看護に興

味を持ちました。皆様と関わり

が持てること、とても嬉しく思っ

ております。よろしくお願いしま

す。            渋谷 英恵 

法人基本理念の「自立と社会参

加の援助」ということを前提に、

ご利用者との良い信頼関係を築

くことを第一に考えて動こうと

思います。その上で一人の支援

者としても人間としても成長し

ていきたいです。   鈴木 理斗 

新社会人としての自覚を持ち、基

本的なマナーやルールをしっかり

身に着けたいと思います。日々

の業務に真摯に取り組み、先輩

方から多くを学びながら一日で

も早く龍鳳の一員としてご利用

者に貢献できるように努力して

まいります。        中島 音 

新入職員の紹介です。 
どうぞよろしくお願いします！ 


